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愛知県自動車車体整備協同組合  理 事 長 金 原 正 和 

 

新年明けましておめでとうございます。 

愛知県自動車車体整備協同組合理事長の金原正和です。 

２０１９年の新春を迎えるにあたり、一言ご挨拶申し上げます。 

平成の元号も本年で最後となり、５月からは新たな元号となります。 

また、来年は５７年ぶりとなる東京オリンピックが開催予定であり、 

６年後の大阪万博開催予定、更にその翌年には愛知県でアジア競技大会  

が開催予定など、日本が世界中から注目されるイベントが目白押しに続きます。 

その効果が良い方向へ向いて、景気低迷からの回復の前兆となり、それが市民生活に反映される 

ことを大いに期待するところです。 

日本を取り巻く世界情勢は、米国との友好関係を保ってはいるものの、中国及び韓国との微妙な 

ズレが生じてきており、北朝鮮を含めた近隣諸国との関係に危機感が続いているところです。 

昨今、１００年に一度と言われる大きな変革期に来ております我々の日常生活に無くてはならない 

自動車は、人工知能（ＡＩ）に任せる自動運転の実証実験が各地で実施されており、近未来の空飛ぶ 

車の開発も始まっております。 

一方、環境への配慮や交通事故を減らす目的により開発され主流となっている先進安全自動車 

（ＡＳＶ車）は、衝突安全制御装置と軽量で強固なボデー構造を兼ね備えた車なので、これからの車体 

整備事業者にはアクティブセーフティ＆パッシブセーフティと言われる知識・修理技法は欠かす事の 

出来ない要項と考えられます。 

３年目となります日車協連の「高度化車体整備技能講習」及び自主認定制度の「先進安全自動車対 

応優良車体整備事業者」の認定数も全国的に増加しており、今後更に伸びていくものと予想されて、 

それに伴う車体修理記録簿や高度化設備の揃っていない事業者との連携が急務となってきております。 

認定事業者の活動が愛車協の知名度を上げ、安心・安全な車体整備を提供する業界団体と事業所で 

ある事を多くのユーザー様にアピールする活動は、車体整備業としてのブランド化に繋がるとともに、 

信頼のできる認定事業者の安心感のある修理は業界の

資質と信頼向上に繋がります。 

厳しい現状ではありますが、魅力ある事業を積極的に

推進し、愛車協を支えて頂いている組合員の皆様に貢献

出来ればと思っております。 

最後になりますが、本年も組合員、賛助会員及び 

関係団体皆様方の益々の発展とご活躍を祈念すると 

ともに、役員一同、精一杯頑張りますので一層のご 

支援・ご協力をお願い申し上げ新年のご挨拶とさせ 

ていただきます。 

 



 

新年あけましておめでとうございます。推奨工場部会長の㈱古田鈑金工芸（北支部）古田篤史です。 

新しい年を迎えるにあたりまして、僭越ながらご挨拶申し上げます。クルマ業界 

は『自動車が発明されて以来の大変革期』に来ていると言われて久しいです。 

先進安全自動車（ＡＳＶ）の機能が日々進化し、『ぶつかりにくいクルマ』の普及 

に伴い、様々な安全機能が付いた車両を修理するには、作業内容が多岐に渡ります。 

しかしながら、どんな車両であっても修理の第一歩は正しい寸法の復元と、真っ直 

ぐに走るかどうかの確認です。そして、この部分はまさに我々車体整備業界の本分で 

す。車体整備業が見直され、修理に関する知識と技術を持っていることが評価され 

る時代が来るのではないかと、私は感じます。 

材料費の高騰や人材の確保等業界に吹く逆風は止むことはありませんが、そんな中でも情報を送受 

信し、お互いを高めあえる工場部会でありたいと思います。どうぞ本年も宜しくお願い申し上げます。 

 
既に1月8日付けでお知らせしました「教育委員会並びに第39回特認・推奨工場部会の合同研修会」 

を実施しますので、参加希望者は1月31日までにFAXで事務局までお申込み下さい。 

・日時：平成３１年２月１３日 (水) １３時３０分～１６時２０分 

・場所 : 愛知県自動車会館５階 会議室   ・会費 :無料 

・研修内容：①整備業界の現状等について   ②働き方改革について 

    
既に12月20日付けでお知らせしました「後期特殊巡廻健診」を2月 

に実施しますので、日程をご確認いただき申込書に記載して１月１８日 

までにＦＡＸで事務局までお申込み下さい。 

今回より、一宮及び尾北地区の健診医療機関も全て「名古屋セントラ 

ルクリニック」において実施することになりましたのでご承知下さい。 

 なお、受診内容は従前と変更はありません。 

2/19（火）・新明工業㈱ボデーサービスセンター・㈱三光社・ナカバヤシ自動車工業㈱・㈲進光鈑金 

2/20（水）・西小島公民館・小牧自動車販売整備協同組合 

2/21（木）・㈱加藤鈑金整備・近藤自動車工業㈱・㈱カトウ・中部盲導犬協会 

詳細はＨＰにも掲載してありますのでご覧下さい。（ http://www.aishakyo.jp/news/topics1/ ） 

 
「信用」と「信頼」ってよく似た言葉ですね。 辞書で調べますと「信用」とは、何らかの実績 

・業績等の評価のことをいい、過去の実績・業績等に対して信用するのです。 

一方「信頼」は、そうした過去の実績・業績、或いはその人の立居振舞を 

 見た上で「この人なら仕事を任せてもきちんとするだろう。」などと、その人 

の未来の行動を期待する行為と感情のことを指します。 

「信用」する根拠を見たうえで、未来を「信頼」するわけです。 

「信頼」して貰うためにはまず「信用」が必要です。「信用」無しには「信頼」を 

勝ち取るのは難しいでしょう。 我が業界も長年の「信用」がありますから、 

新しく始まった新年も未来を「信頼」すると確信して大きく羽ばたきましょう。 

それでは、本年もお世話になりますがよろしくお願いします。 (^O^) （ｙ．ｍ） 



 


